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中で、「知る」、「集める」、「「書く」。「つくる」、「見せる」の活動に ICT を活用している。 
私が関わっているR 小学校でもそのような環境であり、私も学校にいる間はタブレット
















What is this? Is it …? No, it isn’t. It has …. It is …. 
Who is this? 







This is my / our …. I like it.  




②Our Traditional Food Recipe:  It is sweet. We eat it on …. This is made of …. 
 ③Our Town: This is famous for … It is …. 
Show and Tell やミニプレゼンテーションには、伝えようとする情報に合わせて、視覚
的補助が必要になってくる。英語表現に合った適切な写真を簡単に選択し用意できる。 
(3) 発表後や次年度に 




















 What is this? 
 What (musical instrument) did you choose? 
 What can you play? I can play the …. 





ながら、やりとりができ、Yes / No question や what、形容詞を導入できる。 
 Is this ….? What is this?  
  It’s beautiful / big / heavy / scary etc. 
 
＜地図＞ 





















(4) I want to go to ….? Where do you want to go? 
I want to go to ….と教師は言いながら、street view や Google Earth、ネット地図を使
って行きたいと言った場所を示していく。ALT（外国語指導助手）や JTE（日本人英語教
師）、クラスのマスコットなどに次々にDo you want to go …? Where do you want to go? 
I want to go to ….のやり取りをしながら、その場所を見せていく。十分なインプットがで
き児童が言いたそうにしている様子が見られた頃に、児童に聞いていく。 
ここで注意が１つ必要になる。Street view や Google Earth は、導入に使うと児童の興
味を強く引き付けられる利点があるが、行きたい場所を示すには時間がかかる。児童とコ





































ことである。Fortunately という絵本は、右ページと左ページで fortunately, 
unfortunately のできごとを描いているので、教師 2 人で読み分けをした。そして、実写
投影機で左右のページを別々に、まさに fortunately, unfortunately のできごとを区別
して示した。児童はページが変わるたびに歓声をあげて、ストーリーを楽しんでいた。 


























Hi, friends! の資料データ, ネット上の無料イラストや写真、スマートポンやデジタル





















































写真②では、“What is this?” と訊かれても、
すぐには答えらず、「何だろう？」と考える
だろう。「スパイダー？」、「あっ、マキリか。」
と児童が考えた時、教師から” It’s a mantis.”














  http://www.cec.or.jp/monbu/pdf/h21jmoral/handbook_A4.pdf 
